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   Incidence. The number of patients with urolithiasis was 283 which occupied 16.2  % of 
the total number of the patients who visited our department. 
   Regional Distribution. Kidney stone was seen in 140 cases (37.9  %), ureteral stone in 
171 cases (46.3  %), bladder stone in 27 cases (7.3  %), prostatic stone in 25 cases (6.8  %), 
and urethral stone in 6 cases (1.6  %). 
   Age, Sex and Side. The highest incidence was seen in persons of the third decade 
which occupied 55.9  %. Urolithiasis occurred more frequently in the male than in the 
female. No predilection in the affected side was observed. 
   Symptoms. The chief complaints were pain in the flank and abdomen, lumbago and 
hematuria. Renal colic was experirnced in 35.7 % of the patients with kidney stone and in 
71  % of the patients with ureteral stone. 
   Treatment. Operative treatment was mainly carried out for the  stones in the upper 
urinary tract, but rapid diuresis was  proved to be effective.
1緒 言
尿路結石症は比較的頻度が高いため泌尿器科
領域における重要な疾患の1つ に挙 げ られ る













































































































































上 部 尿路 結 石 症 の年 令 別 頻 度 に つ い て み る と,
Parmenteri4》は345例中20才代44例(12.5%),30才
代76例(22.O%),40才代84例(24.4%),50才代54
例(15.7%)と30～40才代 に多 い と述 べ,他 の 報 告者
も20～30才代に 上 部 尿路 結 石 症 の 頻度 が激 増 す る と報
告 して い る が,我 々の成 績 で も19才以下 は 低 率 で あ る
が,20～30才代 が311例中174例(55,9%)とそ の 半数
以 上 を 占 め,40才以 上 でふ たた び 漸減 の傾 向を示 し て
い た.ま た性 別 頻 度 にっ い ては,Gottsteinl5)は上部
尿 路 結 石症213例中 男133例(62.4%),女80例(37.6
%,稲 田 ら12)'は421例中男328例(77.9%),女93例
(22.1%)とい ず れ も男 に 多い と述べ,他 の 報 告 者 も
男 は 女 の2～4倍 に み られ る と して い る,我 々の 症 例
で も上 部 尿 路結 石 症311例中男235例(75.6%),女76例
(24.4%)で,男女 比 は3.1.1と男 に 圧 倒 的 に 多 い
数 を示 した.す なわ ち 上 部 尿路 結 石 症 は20～30才代 の







































































%),不 明8例(2.3%)と 報 告,さ らに稲 田 ら12》は
421例中右 側188例(44.6%),左側186例(44.1%),
両側47例(11.2%)とい ず れ もほ とん ど左右 差 がな い
と報 告 し てい るが,我 々の 症 例 で も上 部 尿 路 結 石 症
311例中右 側148例(47.6%),左側137例(44.1%),





































































































































て は 腰 部45例(29.2%),背部31例(20.1%),外陰
部28例(18.2%),下肢25例(16.2%),側下腹 部23
例(14.9%)と 主 とし て腰 背 部,下 腹 部,外 陰 部 な ど
に 向 うも のが 多 い が,肩 脾 部 に 向 うもの も2例(1,3
%)に 認 め られ,こ れ は胆 石 症 発 作 な ど と誤 り易 い と
考 え られ た(表8)
例 数1%
虫 垂 炎
尿 路 結 石 症
急性あるいは慢性腎炎





































































































































































































骨 盤 腔 内
膀胱筋層部
痛 痛

















































































腎 摘 除 術
腎部分切除術































































尿 管 切 石 術
内視鏡的切石術
急 速 利 尿 法


















昭和34年4月 か ら39年12月までの5年9ヵ 月
間 に東北大学医学部泌尿器科 に入院 した上部尿
路結石症患者311例につい て臨床統計的観察を
行 なつた.
1.入 院患者総数2,283例に対 す る尿路結 石
症 の頻度 は369例(16.2%)であつ た.ま た尿




管 結石症す なわ ち上部尿路結石症がそ の大部分
988 夏目 他一上部尿路結石症の統計的観察
を占めていた.
2.上 部尿路結石症 の年 令お よび性別 頻度に
ついては,ま ず年 令では20～30才代が311例中
174例(55.9%)とそ の半数以上 を占め,ま た
性別 では男235例(75.6%),女76例(24.4%)
で男 に圧倒的 に多 く,20～30才代 の男に頻発 す
る ことが判 明 した.さ らに患側 につ いては右側
148例(47.6%),左側137例(44.1%),両側
26例(8.4%)と患側 の差はみ られなかつた。
3.初 発症状お よび主訴 につ いては,腎 結石
症 では側腹部 および季肋部痛64例(35.9%),
腰痛46例(25.8%),血尿37例(20.8%)など
が,尿 管結石症 では側腹部 および季肋部痛84例
(35.9%),血尿56例(23.8%),腰 痛41例
(17.4%),下腹部痛34例(14.5%)などが そ
れぞれみ られ,や は り上部尿路結石症では側腹
部,腰 部,下 腹部 などの疹痛お よび血尿 を訴 え
ることが多かつた.ま た既 往症 では虫垂 炎が92
例(29.6%)と圧倒的に多いが,こ れ らのなか
には上部尿路結石症が誤診 された例 もかな り含
まれてい るもの と考 え られ た.
4.癌 痛発作 は腎結石症 では140例 中50例
(35.7%),尿管結 石症 では171例中123例(71.9
%)も の多 くにみ られ たが,癌 痛 の部位 として
は側腹部 お よび季肋部107例(61.9%),腰部35
例(20,2%),下腹部31例(17.9%)であつた.
また疵痛 の 放散部位 としては 腰 部45例(29.2
%),背 部31例(20.1%),外陰部28例(18.2
%),下 肢25例(16.2%),側,下 腹部23例
(14,9%)と主 として腰 背部,外 陰部,下 肢 な
どに向 うものが多 かつた.
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